
 

遠野市長記者懇談会（令和元年 9 月 25 日） 発表項目 
 

 

■日時 令和元年９月25日（水）11：00～12：00 

■場所 岩手県立遠野緑峰高等学校 

 

 

 

【発表項目】 

１ 第７０回日本学校農業クラブ全国大会 

令和元年度南東北大会出場について （資料No. １） 

 

２ 遠野市市制施行１４周年記念功労者表彰式について （資料No. ２） 

 

３ 総務省「郵便局活性化推進事業」の実施について （資料No. ３） 

 

４ 遠野中学校野球部 文部科学大臣杯第１１回全日本少年 

春季軟式野球大会岩手県予選優勝について （資料No. ４） 

 

 

今後の主要行事、お知らせなど 

(1) 「ぱすぽる食育まつり」開催について（ お知らせNo. １ ） 

(2) 第４５回遠野市産業まつりの開催について（ お知らせNo. ２ ） 

(3) サレルノ市との姉妹都市締結３５周年記念イベントについて（ お知らせNo. ３ ） 

(4) 第４６回遠野市乗用馬市場の開催について（ お知らせNo. ４ ） 

(5) 遠野産ホップ使用キリン『とれたてホップ生ビール』初飲み会 in 遠野の開催について 

（ お知らせNo. ５ ） 

(6) 第８回東北みらい創りサマースクールの開催について（ 別添チラシ ） 

(7) “わ”で奏でる東日本応援コンサート 2019in 遠野の開催について（ 別添チラシ ） 

(8) 令和元年度市史編さん講座「江戸と国元の墓所－遠野南部家２８代義
よし

顔
つら

公の場合－」 

開催について（ 別添チラシ ） 



 

 

永遠の日本の 

ふるさと 遠野 
 
 

第７０回日本学校農業クラブ全国大会 
令和元年度南東北大会出場について 

 
【発表の要旨】 
  東北代表として岩手県立遠野緑峰高等学校から２つの研究班と２名の生徒が

第 70 回日本学校農業クラブ全国大会に出場することとなりました。 
 
【プロジェクト発表会・農業鑑定競技会の内容について】 
 
１ 日程 
 第 70 回日本学校農業クラブ全国大会 令和元年度南東北大会  

①【プロジェクト発表会】 

 日時 令和元年 10 月 23 日（水） 午前 10 時から 

 場所 名取市文化会館（宮城県名取市） 

 

②【農業鑑定競技会】 

 日時 令和元年 10 月 23 日（水） 午前 11 時から 

 場所 福島県立福島明成高等学校 

 

２ 出場内容 
①【プロジェクト発表会 分野Ⅱ類 開発・保全・創造】 

「摘花された花たちの再利用 ～天然色素から生まれるホップ和紙の新たな挑戦～」 

 草花研究班 生産技術科３年 佐々木あゆな、照井幸汰、小笠原季也、菊池虎太郎 

               菊池祐矢、菅田裕斗、高橋美羽 

 
②【プロジェクト発表会 分野Ⅲ類 ヒューマンサービス】 

「遠野伝統野菜「琴畑カブ」を守れ！ ～商品開発から広がる地域連携～」 

 野菜果樹研究班 生産技術科３年 琴畑友基、菊池真捺、橋野蘭、遠藤正規 

                 工藤寛之、立花妃々乃 

 
【農業鑑定競技会】 

③「競技分野 生活」 生産技術科３年 瀬川愛海 

④「競技分野 園芸」 生産技術科２年 萩野白蘭 

 
３ 公開練習 
 全国大会にむけた発表練習を一般公開します。 

 日時 令和元年 10 月 12 日（土）、13 日（日）、19 日（土） 午前９時から午後 1 時 

 場所 遠野市民センター 大ホール 

 

４ 派遣費用の支援 
 ・ 派遣に係る生徒の旅費等の経費の一部を助成する方向で調整中 

 ・ 遠野市職員の募金活動への協力 

 
 

遠野市記者発表資料 

令和元年９月 2 5 日 

産 業 部 畜 産 園 芸 課 

資料 Ｎｏ．１



 

 

永遠の日本の 

ふるさと 遠野 
 
 
５ 高校魅力化の取組みに関する支援（平成30年度） 

 事業内容 支援の内容 

学習活動支援 

スマートフォン及びタブレッ

トで利用できるアプリケーシ

ョンを開発する授業の実施 

情報処理の専門講師の派遣費用の助

成 

特別活動支援 
草花研究班のホップ和紙に関

する研究成果の全国大会出場

鹿児島県での発表に係る生徒の派遣

費用の助成 

広報活動支援 

学校プロモーションビデオ作

成、学校案内パンフレット作

成、緑峰祭チラシ作成 

広報活動資材の作成費用の助成 

進路指導支援 

上級職業資格取得 

（59資格受験（20人）、28資

格合格（14人）） 

家庭科技術検定１級、全商簿記検定

１級、全商電卓検定１級、全商ビジ

ネス文書検定１級、全商商業経済検

定１級等の受験費用の助成 

通学支援 
遠方から通学する生徒への支

援（23人） 

公共交通機関を利用して通学する生

徒への交通費の２分の１を助成 

その他の支援 高校一日体験入学 

市内の中学生の一日体験入学におい

て移動する交通手段としてスクール

バスを運行 

 

 〔参考：平成30年度の高校魅力サポート事業費の助成実績〕 

   遠 野 高 等 学 校：3,469,500 円 

   遠野緑峰高等学校：2,854,100 円 計 6,323,600 円 

担当 産業部畜産園芸課（菊池 喜彦）

電話 0198-62-2111（内線 432）

遠野緑峰高等学校（前原） 

電話 0198-62-2827 



  
 
 
 

遠野市市制施行１４周年記念功労者表彰式について 
 

【発表の要旨】 
市制施行14周年を迎えることを記念し、功労者表彰式を開催します。 

 
 
【発表の内容】 
１ 日時 令和元年10月１日（火） 午後１時30分～午後３時 
 
２ 場所 あえりあ遠野 交流ホール 
 
３ 内容  

  オープニングビデオ上映 「駆け抜けた平成の時代・そして令和へ」 

 

  (1) 開式のことば 

  (2) 市民憲章朗唱 

  (3) 市民歌斉唱 

  (4) 市長式辞 

  (5) 市議会議長挨拶 

  (6) 表彰・感謝状贈呈（55人、８団体） 

    ○ 市勢振興功労者表彰（３人） 

    ○ 特別表彰（２人、２団体） 

    ○ 功労者表彰（46人、１団体） 

    ○ 感謝状贈呈（３人、５団体） 

    ○ 職員表彰【非常勤の特別職の職員】（１人） 

  (7) 来賓祝辞 

  (8) 受賞者代表挨拶 

  (9) 閉式のことば 

 

４ 出席者 
  受賞者、市議会議員、各種委員会の委員等、市内団体の長等、市勢振興功労者等、 
  県の機関・学校・官公署等、各地区の区長会長・地連協会長等、職員（部課長等） 
  合計 約 300人を予定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

遠野市記者発表資料 

令和元年９月 2 5 日 

総 務 企 画 部 総 務 課 

資料Ｎｏ．２

永遠の日本の 

ふるさと 遠野 



５ 主な受賞者 

 (1) 市勢振興功労者 （３人） 

   遠野市表彰条例の規定により、市勢の振興及び公共福祉の増進に尽くし、その功労

が極めて顕著であるものを表彰する。 

  ア 臼井
う す い

 悦男
え つ お

 氏 71歳（青笹町） 【地方自治の進展等に関し功績顕著】 

    遠野市に奉職し、遠野市収入役、遠野市助役、副市長の要職を歴任したほか、遠

野市総合計画審議会会長、遠野市社会福祉法人社会福祉協議会会長を務めるなど、

市政の発展や地域福祉の拡充に尽力した。 

  イ 藤澤
ふじさわ

 俊明
としあき

 氏 72歳（上組町） 【教育の発展等に関し功績顕著】 

    普代村立普代小学校校長、遠野市立遠野北小学校校長、同遠野中学校校長の要職

を歴任したほか、遠野市教育研究所教育相談員、遠野市わらすっこ条例検討会委員

長、遠野市教育委員会教育長を務めるなど、教育の発展と子育て支援に貢献した。 

  ウ 松田
ま つ だ

  和子
か ず こ

 氏 77歳（中央通り） 【産業の振興に関し功績顕著】 

    遠野商工会女性部部長、岩手県商工会女性部連合会会長の要職を歴任し、地域の

商工業の発展に尽力し、遠野町家のひなまつりの企画に携わり、地域の賑わいづく

りに貢献した。 

 

 (2) 特別表彰 （２人、２団体） 

ア 伊藤 宣夫 氏 91歳（早瀬町） 【地域貢献・教育の発展に関し功績顕著】 

    岩手県原爆被害者団体協議会会長を務め、次世代に戦争の悲惨さを訴え、平和の

尊さを伝えるため、多くの署名活動や、市内小中学校の児童・生徒を対象にした「原

爆を語り継ぐ講話」などを通じて地域及び教育に広く貢献した。 

イ 上西 正雄 氏 72歳（愛知県大府市） 【交流事業の振興に関し功績顕著】 

    遠野市の友好都市である愛知県大府市で「で・くらす遠野中京地区本部長」を務

め、遠野を知りたい、行きたい、応援したいと考えている全国の遠野ファンへ向け

て情報を発信し、交流人口の拡大推進に多大な貢献をした。 

  ウ 新田城まつり運営委員会（青森県八戸市） 【交流事業の振興に関し功績顕著】 

八戸市大館地区において、ふるさと大館新田城まつりを開催し、春の遠野さくら

まつり「南部氏遠野入部行列」と秋の新田城まつり「出立行列」への市民参加によ

る相互交流の絆を深め、遠野市と八戸市の市民交流の推進と市勢の発展に寄与した。 

  エ みつ葉のクローバー（小友町） 【産業の発展に関し功績顕著】 

地産地消を推進しながら手作りの味を大切にし、パン工房・厨房・餅工房の３つ

の加工工房を営業しながら、地区センターでのパン作り教室や、学校での餅・団子

作りの指導などを行い、郷土食の普及に貢献した。 

 

総務企画部総務課行政文書係 （小原） 

   電話 0198-62-2111 （内線 115） 

担当









 

 

永遠の日本の 

ふるさと 遠野 

 
 

遠野中学校野球部 文部科学大臣杯第１１回全日本少年 
春季軟式野球大会岩手県予選優勝について 

 

 

【発表の要旨】 

遠野市立遠野中学校野球部が、８月に行われた文部科学大臣杯第11回全日本

少年春季軟式野球大会岩手県予選において見事初優勝を飾りました。 

遠野中学校は、令和２年２月に静岡県で開催が予定されている全国大会に岩

手県代表として出場します。 

 

【発表の内容】 

１ 文部科学大臣杯第 11 回全日本少年春季軟式野球大会岩手県予選について  

  遠野中学校野球部は、８月31日に宮古市で行われた文部科学大臣杯第11回全日

本少年春季軟式野球大会兼第17回岩手県少年軟式野球新人大会兼第17回東北少

年軟式野球新人大会岩手県予選の決勝において、水沢南中学校に５対３で勝利し

見事優勝を果たしました。 

 対 戦 校 試合結果 

１回戦 松尾中学校 ９－２ 

２回戦 上田中学校 ８－１ 

準々決勝 長内中学校 ２－１ 

準決勝 大船渡第一中学校 １－０ 

決 勝 水沢南中学校 ５－３ 

 

２ 文部科学大臣杯第 11 回全日本少年春季軟式野球大会全国大会について 

  遠野中学校は、令和２年３月に静岡県で開催が予定されている全国大会に岩手

県代表として出場することとなります。 

  遠野中学校は、９月14日に行われた岩手県中学校新人軟式野球大会遠野市予選

会においても優勝し、県大会に向け練習に励んでいます。 

 

 

遠 野 市 記 者 発 表 資 料 

令 和 元 年 ９ 月 2 5 日 

教育委員会事務局 学校教育課 

資料 Ｎｏ．４

教育委員会事務局 学校教育課(本宿) 

 電話 0198-62-4412 （内線 860-284） 

担当 
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「ぱすぽる食育まつり」開催について 
 

【発表の要旨】 
  開設７年目の「ぱすぽる」では、昨年度設置の遠野市食育推進ネットワーク
会議が中心となり「ぱすぽる食育まつり」を行います。食育センターの役割や
魅力を体感できる催しであり、大勢の市民に参加いただきたいので発表します。 

 

【発表の内容】 

ぱすぽる食育まつり  

 （１）日 時  令和元年 9 月 28 日（土）10 時 00 分～13 時 30 分 

 （２）場 所  総合食育センターぱすぽる 駐車場・給食配送車車庫・会議室 

 （３）内 容  第 2 次遠野市食育推進計画「とおのっこ」にちなんだ５つのブース 

① 遠野の新鮮野菜の販売 

   学校給食に提供している農家さんからの直売や、手作りお菓子の販売。県

立遠野緑峰高校の生徒による学校特産物の販売もあります。 

②  学校給食体験会 

   令和 2 年度就学児童は無料で試食できます。その他の方は 1 食 300 円で試

食できます。いずれも予約が必要です。 

③ 郷土料理づくり体験と試食 

   遠野出身の栄養学者岸田袈裟氏ゆかりのかまどで、餅つき体験と試食。 

④ 青空クッキングと試食 

   誰にでも簡単に作れるレシピを紹介。試食もあります。         

     ⑤ 食生活改善と運動と災害への備え 

        食事診断システムの体験や消防自動車展示及び災害時に役立つ体験コー

ナーのほか、ブラインドサッカーＰＫ体験など、楽しみながら学習できます。  

 （４）主 催  ぱすぽる食育まつり実行委員会（遠野市食育推進ネットワーク会議・

遠野市） 

         食生活改善推進員や運動普及推進員の協議会、産直組合など 14 の団体

と遠野市で構成されています。   

 （５）入場料  無料  

学校給食の試食は一般 300 円、来年の小学一年生は無料です。（予約制） 

 （６）その他   

    オープニングは白岩保育園のお遊戯です。 

         健幸ポイント事業の参加には「行きましたポイント」20 ポイントがつ

きます。 

 

 

 

 

お知らせ Ｎｏ．１

遠 野 市 記 者 発 表 資 料 

令 和 元 年 9 月 2 5 日 

総 合 食 育 セ ン タ ー 

総合食育センター  (運萬・後藤） 

電話 0198-62-2032 

担当 

 





 

 

永遠の日本の 

ふるさと 遠野 

 

第４５回遠野市産業まつりの開催について 
 
【発表の要旨】 
  企業、商店街との連携によりまちなかの賑わい創出を図るとともに、交流自

治体の特産品紹介に取り組むために、「第 45 回遠野市産業まつり」を開催しま
す。 

 
【発表の内容】 
１ 開催日  
  令和元年 10 月 12 日（土）10 時から 16 時まで 
  令和元年 10 月 13 日（日）10 時から 15 時まで 
 

２ 会 場  
  蔵の道ひろば及びその周辺 
 
３ 合同開催事業 
(1) 第 26 回ＪＡふれあいまつり 
(2) 第 37 回森林(もり)のくに遠野まつり 
(3) 第 21 回とおの技能まつり 
(4) 遠野テレビフェスタ 2019 

 
４ 主 催  
  遠野市産業まつり実行委員会 
 

５ 出店者数 
  43 店（市内 37 団体、沿岸１団体、交流市町村等５団体） 
 
６ イベント出演 

光の園幼稚園、綾織保育園、附馬牛保育園、認定こども園めぐみ遠野聖光こど
も園、岩滝保育園、遠野中学校吹奏楽部、キャラクターショー【それいけ！アン
パンマンショー(※13 日のみ)、ＪＡミレットマンショー・ガンライザー握手会】、
ＪＡ全農純情むすめ、ＪＡもちまき、ラグビーワールドカップ™日本大会 ナミビ
ア対カナダ戦 パブリックビューイング ほか 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

遠野市記者発表資料 

令和元年９月 2 5 日 

産 業 部 商 工 労 働 課 

お知らせ Ｎｏ．２

産業部商工労働課 (八重樫) 

   電話 0198-62-2111 （内線 314） 

担当 



 
 
 

 
 
 

 
サレルノ市との姉妹都市締結３５周年記念イベントについて 

 
 

【発表の要旨】 
  サレルノ市との姉妹都市締結 35 周年を記念するイベントの詳細をお知らせします。 
 

 
【発表の内容】 
１ 姉妹都市締結 35 周年記念イベント  
 
   本年８月８日、イタリア共和国カンパニア州サレルノ市との姉妹都市締結

35 周年を迎えたことから、これまでの交流の歴史を振り返るとともに、交流に
関わる最新情報を発信する機会とし、市民が姉妹都市の文化に触れ、国際理解
を深めることを目的に「サレルノ祭り La Festa Salernitana 2019」を開催
します。 

 
 (1) 日時 令和元年 10 月 14 日（月・祝）13 時～15 時（12 時半受付開始） 
 
 (2) 場所 あえりあ遠野 ２階交流ホールほか 
 
 (3) チケット料金 前売 2,000 円、当日 2,500 円（入場料・飲食代込み） 
 
 (4) イベント内容 
 
  ・イタリアでの歌手修行経験をもつ柴田泰孝氏（岩手町出身）により２部構成

のライブ。※遠野市在住音楽家によるピアノ演奏あり。 
  ・サレルノ市での長期研修経験のあるソムリエ・松田宰氏（遠野市出身）によ

るトークショー 
  ・ワンドリンクとビュッフェ・ランチの提供 
  ・遠野市とチャタヌーガ市とのビール交流の報告 
  ・姉妹都市に関する展示 
 
 (5) 主催 遠野市姉妹都市等交流事業実行委員会 
 
 (6) その他 

・産業まつり姉妹都市ＰＲブース 
10 月 12・13 日に開催される産業まつり会場において、姉妹都市ＰＲコー

ナーを出展。広く市民の皆さんに姉妹都市について知っていただく機会を提
供します。 

 
・サレルノ遠野市民ツアー 

    11 月 30 日～12 月６日の日程で、サレルノ市役所などを訪問する遠野市民
ツアーを開催します。

遠野市記者発表資料 

令和元年９月 2 5 日 

市民センター生涯学習スポーツ課 

お知らせ Ｎｏ．３
永遠の日本の 

ふるさと 遠野 



 
 
 

 
２ サレルノ市との交流について  

 カンパニア州サレルノ県の県都であり古い
歴史を持つ。周辺地域を含む人口約 13 万人の
基礎自治体（コムーネ）で、地中海に面する
等豊かな自然に恵まれた都市です。 
 温暖な気候で、豊かな農業地域としてオレ
ンジやオリーブ等の産地として有名であるほ
か、国内有数の陶磁器の生産地としても知ら
れています。また、欧州で最古の医学校（現
サレルノ大学）がある都市としても知られて
います。1982（昭和 57）年、岩手放送(株)が
開局 30 周年を記念して制作した村野鐵太郎
監督による『遠野物語』が第 35 回イタリア・
サレルノ国際映画祭において、グランプリを
受賞したことがきっかけで姉妹都市となりま
した。 
 1987（昭和 62）年からこれまで、規模の大

小、分野を問わず、それぞれの文化・芸能（ワインやイタリア料理、語り部、
しし踊り）、武道（剣道）、スポーツ（サッカー）等、様々な形による相互交流
が続いています。 

 
 
 
 
 

 

市民センター生涯学習スポーツ課(長門、菊池) 

   電話 0198-62-4413 （内線 8640-215） 

担当 
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第４６回遠野市乗用馬市場の開催について 
【発表の要旨】 
  令和元年 10 月 29 日（火）に遠野馬の里で開催される「第 46 回遠野市乗用馬市場」

の概要についてお知らせします。  

【発表の内容】 
１ 日程・場所  
 (1) 日程 令和元年10月29日（火） 午前９時～   購買者受付 

                  午前９時30分～ 供覧 

                  午後１時～   市場開始 

 (2) 場所 遠野馬の里・覆馬場（遠野市松崎町駒木4-120-5） 

 

２ 主催  

  一般社団法人遠野市畜産振興公社 

 

３ 上場予定馬 24 頭 

 (1) ４歳馬  ２頭（前年比 ＋２頭） 

 (2) ３歳馬  ２頭（前年比 ＋２頭） 

(3) ２歳馬  ６頭（前年比 －５頭） 

 (4) １歳馬  11頭（前年比 －６頭） 

 (5) ポニー  ３頭（前年比 ＋２頭） 

 

４ その他  

 第 46 回遠野市乗用１歳馬管理共励会 

 (1) 日時 10 月 28 日（月） 午後１時 15 分～午後３時 

 (2) 場所 遠野馬の里・覆馬場 

 (3) 出展予定頭数 ９頭 

 
[参考] 

遠野市の乗用馬市場は本州唯一の市場であり、全国でも遠野市と北海道根
こん

釧
せん

地域（根室・釧路）の２箇

所のみで開催されている市場です。 

◆過去３年の遠野市乗用馬市場の実績 

回数 上場頭数 販売頭数 購買率 最高価格 最低価格 平均価格 合計額 

第45回 29頭 11頭 37.9% 215万円 10万円 101.3万円 1,115万円

第44回 30頭 16頭 53.3% 312万円 26万円 113.7万円 1,820万円

第43回 35頭 21頭 60％ 300万円 25万円 94.9万円 1,994万円

  

 

 

 
 
 
 

遠野市記者発表資料 
令和元年  9 月 25 日 
産 業 部 畜 産 園 芸 課 

お知らせ Ｎｏ．４ 

産業部畜産園芸課 (小田島) 

   電話 0198-62-2111（内 434） 

担当 

※乗用馬市場活性化のため遠野馬の里 
ホームページ内に市場専用サイトを 
設けました。是非、ご覧ください。
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遠野産ホップ使用キリン『一番搾りとれたてホップ生ビール』 
初飲み会 in 遠野の開催について 

 
 
【発表の要旨】 
  遠野産ホップ使用「一番搾りとれたてホップ生ビール」が 10 月 29 日(火)にキリ

ンビール株式会社から全国発売されます。これに併せ、「遠野産『一番搾りとれた
てホップ生ビール』初飲み会 in 遠野」を開催します。 

 
 
【発表の内容】 

キリンビール株式会社は、今年の夏に収穫した遠野産ホップを使用した「一番搾

りとれたてホップ生ビール」を９月 10 日（火）から製造。今年で発売 16 年目。全

国で約 55 万ケース(7,000KL：大びん換算)を販売する予定です。 

この遠野産ホップを使用した「一番搾りとれたてホップ生ビール」が 10 月 29 日

(火)に全国発売されることを記念し、初飲み会を開催します。 

 
１ 日時：令和元年 10 月 28 日(月) 午後６時 00 分～  
 

２ 場所：あえりあ遠野交流ホール(遠野市新町 1－10)  

３ 会費：4,000 円（お土産付き あえりあ遠野にてチケット販売中） 

４ 主催：ＴＫプロジェクト実行委員会 

 

 ※「一番搾り とれたてホップ生ビール」商品概要 

◇発売時期 令和元年 10 月 28 日(火) 

◇販売地域 全国 

◇商品コンセプト 今年とれたての遠野産ホップを贅沢に使用した、特別な一番搾り 

◇製法特徴 

収穫したばかりの状態でそのまま凍結し、細かく砕いた「遠野産凍

結ホップ」を贅沢に使用し、麦芽 100%の一番搾り製法で仕上げていま

す。 

多くのビールは一般的に、収穫後乾燥させたホップを使用していま

すが、「一番搾りとれたてホップ生ビール」は、遠野で収穫したばかり

のホップを、水分を含んだ生の状態で凍結させ、細かく砕いて使用す

ることで、旬のホップのうまさを引き出しています。 

「一番搾り」の上品なうまみに加え、旬のとれたてホップのみずみ

ずしく華やかな香りが楽しめます。 

 

 

遠野市記者発表資料 

令和元年９月 2 5 日 

産 業 部 六 次 産 業 室 

お知らせ Ｎｏ．５

産業部六次産業室 (菅原) 

   電話 0198-62-2111 （内線 442） 

担当 
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第８回
東北みらい創り
サマースクール

東北みらい賞について
当実行委員会は、発災当初より被災3県(岩手・宮城・福島）の被災地に根差して復興活動をされ、顕著な実績を上げている
個人・団体の中から、防災・教育・メディア・文化の4分野でこれまで21人(団体)を顕彰してまいりました。
東日本大震災のような大規模災害における復興活動は、長期間にわたり地域に根差して継続的に行う必要があります。そ
れぞれの地域に根差した活動を実践する人たちを支えていくことが人材育成の観点からも極めて重要であると考えてい
ます。

ただ今、「第8回東北みらい賞」を一般公募しています。
詳細は下記URLまたはQRコードでアクセスの上、ご覧ください。
IBC岩手放送HP内に開設中：https://www.ibc.co.jp/event/summer_school/mirai/

遠野みらい創りカレッジ
（旧遠野市立土淵中学校）

会 

場 大型駐車場完備

「東北みらい賞」表彰式の模様を
WEBでLIVE配信します。

13:00～（予定）9月28日土

9月28日土

13:00～16:30
・「第8回東北みらい賞」表彰式

審査委員長　石堂 淳（岩手県立大学副学長）
審査員　後藤 尚人（岩手大学学長補佐、人文社会科学部教授）
　　　　川村 公司（岩手日報社　常務取締役　編集局長）
　　　　真下 卓也（IBC岩手放送取締役　メディア・放送本部長）

・受賞者による活動報告
・報告：「遠野市の災害に負けない住み続けられるまちづくり」

講師：遠野市

1回目／10:00～12:30　2回目／13:00～15:30
「ゲームで体感するSDGs～自分と世界のつながり～」

講師：冨田 直子（有限会社ウィルウィンド代表取締役）

会場：2A

9月29日日 プログラム（時間等変更になる場合がございます。）

8:30～9:30
「サバイバル飯にチャレンジ」

講師：樋口 邦史（一般社団法人遠野みらい創りカレッジ代表理事）

10:00～12:00
「碑（いしぶみ）の記憶
～新聞とＷＥＢ／ＶＲ体験で未来へ伝える～」
講師：太田代 剛（岩手日報社　報道部専任部長）
　　　相原 優一（ＩＢＣ岩手放送　クロスメディア部長）

会場：多目的ホール

10:00～12:00
「100年後の地球環境と科学技術を考えよう」

講師：鈴木 満（認定NPO法人心の架け橋いわて　理事長）他

会場：みらい創りホール

10:00～12:00
「みちのく潮風トレイルの魅力」

講師：渋谷 晃太郎（岩手県立大学地域政策研究センター長　総合政策学部　教授）

13:00～14:30
「岩手大学の地域創生の取り組み紹介～学生の地域活動を中心に～」
講師：今井 潤（岩手大学地域創生部門長・教授）

14:30～16:00
「人口が減るからこそ豊かになるひとづくり・まちづくり」

講師：石渡 博之（NPO法人SET　Change Maker事業部　Change MakerStudy Program統括）

会場：2B

[協力]岩手大学、岩手県立大学、岩手日報社、IBC岩手放送、遠野市、遠野みらい創りカレッジ、認定NPO法人　心のかけ橋いわて、ユー・アイ・コミュニケーションズ
[協賛]富士ゼロックス、キリンビール株式会社岩手支社、スマイルとうほくプロジェクト
[後援]岩手県教育委員会、盛岡市教育委員会、遠野市教育委員会、滝沢市教育委員会、テレビ岩手、めんこいテレビ、岩手朝日テレビ、エフエム岩手、朝日新聞盛岡総局、毎日新聞

盛岡支局、読売新聞盛岡支局、盛岡タイムス

主催：東北みらい創りサマースクール実行委員会
[事務局]〒020-8551 盛岡市上田4丁目3-5　地域連携・創生センター内　電話：019-621-6491　　FAX：019-621-6493

（ 予 定 ）



▲
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　本年度の実行委員長を引き受けることになりました後藤です。
　皆さまのご協力のおかげで第８回のサマースクールが迎えられることを嬉しく思います。
　今年も、来場者を木のぬくもりで迎えてくれる「遠野みらい創りカレッジ」を会場に、２日間に渡り中身の濃いプログラムを用意しています。発災後の年月の経過と
共に地域のニーズも変化し、復興支援活動の内容もアップデートされています。最新の成果、みらいへの示唆を皆さまと共有できれば幸いです。
　どなたさまでも歓迎いたします。９月２８日・２９日は遠野でお会いしましょう。

第8回東北みらい創りサマースクール実行委員長あいさつ
後藤　尚人　岩手大学学長補佐、人文社会科学部教授

［2F］［1F］
会場見取図

消化器設置場所
▲開催会場

第8回　東北みらい創りサマースクール

会場：遠野みらい創りカレッジ（旧遠野市立土淵中学校）
第2日目プログラム

※都合により会場や開催時間が変更となる場合がございます。当日会場にてご確認下さい。

9月29日日

樋口　邦史（一般社団法人遠野みらい創りカレッジ代表理事）

時間／8:30～9:30
「サバイバル飯にチャレンジ」

アルミ缶2つと牛乳パックで1人前の米を炊く「サバイバル飯」に
チャレンジしてもらいます。いざというときには身の回りにある「あ
りあわせのもの」で火を起こし、食事をとる必要があります。早朝で
すが、地域防災力強化に欠かせない取り組みに是非ご参加くださ
い。遠野市内の高校生や小中学生にも参加いただく予定です。

冨田　直子（有限会社ウィルウィンド代表取締役）
「2030SDGs」公認ファシリテーター
「SDGs de 地方創生」公認ファシリテーター

SDGsとは、「誰一人取り残さない」持続可能な世界を作るために国連で採
択された17のゴールです。その内の一つ、ゴール11には「住み続けられる
まちづくりを」という防災のゴールも含まれています。SDGsって何？なぜ今

SDGsが必要なの？どうしてこんなに注目を集めているの？ といったことをお伝えしながら、
自分と世界のつながりを、ゲームを通して体験していきましょう。
中学生から参加いただけます。小学生は大人とペアでご参加下さい。

左／太田代　剛（岩手日報社　報道部専任部長）
右／相原　優一（ＩＢＣ岩手放送　クロスメディア部長）

時間／10:00～12:00
「碑（いしぶみ）の記憶
～新聞とＷＥＢ／ＶＲ体験で未来へ伝える～」

岩手県の沿岸には２００基を超える「津波石碑」があり
ます。津波被害が繰り返されぬよう先人が石碑に遺
した「教訓」を風化させず、改めて次の世代へ伝えて
いこうと岩手日報社では、２０１８年１０月から企画「碑

の記憶」の連載を開始。さらに２０１９年３月１１日からは、ＩＢＣ岩手放送のＶＲ（バー
チャルリアリティ）技術を使い、両社で「碑の記憶」ＷＥＢページを制作、公開してい
ます。連載企画から見えてきたもの。最新技術でＷＥＢ展開する狙いなどを報告。
実際にゴーグルを装着してのＶＲ体験もして頂きます。

時間／1回目 10:00～12:30　2回目 13:00～15:30　（各回、定員３０名）

「ゲームで体感するSDGs～自分と世界のつながり～」

左／鈴木　満（認定NPO法人心の架け橋いわて　理事長）
右／田中　徹（慶応大学理工学部　訪問教授）

「100年後の地球環境と科学技術を考えよう」
共催：認定NPO法人心の架け橋いわて、慶応大学リーディング大学院

令和の今、昭和の時代に手塚治虫が描いた人型ロ
ボットとの共生や腕時計型の電話が実現しつつある。
地球環境と科学技術双方の変化がかつてなく加速化
する中で、これから100年（ほぼ4世代後）の変化は、

過去100年間よりも著しく大きなものとなるだろう。豊かで安全な未来は待ってい
てもやってこない。未来を創る「バックキャスティング」の発想が不可欠である。本
ワークショップでは、最新の科学的データをもとに100年後の地球を共に考える。

話題提供者（予定）：野澤日出夫（認定NPO法人環境パートナーシップいわて代表
理事）、水口高翔（慶應リーディング大学院リサーチアシスタント）、中川優芽（釜石
市地域おこし研究員）

会場／多目的ホール

時間／13:00～14:30

会場／みらい創りホール

会場／2A

渋谷　晃太郎（岩手県立大学地域政策研究センター長　総合政策学部　教授）
全国各地に地域の特徴を生かした「トレイル」が整備され、歩くことを楽しむ
人々が増えてきています。みちのく潮風トレイルは、本年6月に開通した最
も新しく完成したトレイルです。青森県蕪島から岩手県北山崎、宮城県唐桑
半島、松島を経由して福島県松川浦まで東北太平洋沿岸をめぐる長大な歩
道で、多くの魅力を有しています。このみちのく潮風トレイルの魅力と歩く
楽しみをご紹介いたします。

時間／10:00～12:00
「みちのく潮風トレイルの魅力」

石渡　博之
（NPO法人SET　Change Maker事業部　Change Maker Study Program統括）
2011年の東日本大震災をきっかけに、私たちNPO法人SETは、陸前高田
市広田町を拠点にしながら、地域で活躍する活動人口を増やし、これからの
地域の担い手を育てる“まちづくり”と“ひとづくり”を行なっています。
移住者や活動人口を増やしながらも、人口減少を前提とした社会づくりに
向けた取り組みをご紹介いたします。

時間／14:30～16:00
「人口が減るからこそ豊かになるひとづくり・まちづくり」

今井　潤（岩手大学三陸復興・地域創生推進機構｠地域創生部門長・教授）
岩手大学では、東日本大震災・つなみ以降、様々な形で大学として地域の復
興、創生に関わった取り組みを続けてきている。その中でも、新入生全員を
沿岸に連れて行き、被災体験を直接聞く、「震災に関する学修」をはじめ、本
学では地域課題解決プログラム、COC+キボウスター開拓塾、学内カンパ
ニー、NEXTSTEP工房など、学生による地域創生の取り組みを積極的に進
めている。学生の活動を中心にいくつか事例を紹介する。

時間／13:00～14:30
「岩手大学の地域創生の取り組み紹介
～学生の地域活動を中心に～」

会場／2B

※本来は有料のゲームですが、主催者のご支援により今回限り無料で受講いただけます。
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